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【解答例】 

 1  

 （1） a：ケ  b：ク  c：ウ 

  d：キ  e：オ  f：ア 

  g：サ     

 (2) ① Ⅰ  ② Ⅱ  ③ Ⅱ 

  ④ Ⅰ  ⑤ Ⅱ  ⑥ Ⅱ 

 

 2  

 (1) a：二重らせん  b：ヌクレオチド  c：デオキシリボース 

  d：リン酸  e：遺伝情報  f：アデニン 

  g：シトシン  h：複製  i：転写 

  j：ウラシル  k：翻訳   

 (2) チミンとアデニンの数の割合： 23×2=46（%) 

グアニンとシトシンの数の割合： 100-46=54(%) 

グアニンの数の割合： 54÷2=27(%) 

よって，27%である。 

 (3) RNA の塩基配列： 

5´-    GUUCACCUCACUCCCGAAGAA        -3´ 

 (4) イ     

 

 3  

 （1） 効果器     

 （2） 耳, 眼, 鼻など     

 （3） [部位]  大脳: A,  小脳: B,  視床下部: D,  延髄： C 

  [機能]  大脳: ウ,  小脳: イ,  視床下部: エ,  延髄： ア 

 (4) 脊髄は反射中枢として，感覚神経からの興奮を，中枢神経系を経由させずに

直接運動神経に伝達する。 
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【出題意図】 

 

 1  

ホルモンによる血糖調節と免疫のはたらきを通して，体内環境を一定に保つ仕組みを 

理解しているかを問う大問である。内分泌と免疫という異なる調節機構を対比しなが 

ら，恒常性の維持と生体防御を総合的に捉える力をみることを意図している。 

 

 2  

DNA の構造，複製・転写・翻訳，塩基の相補性，タンパク質との関係など，分子レベル 

の生命現象の基礎理解を問う大問である。あわせて，塩基組成の計算や配列の読み 

取りを通して，知識を具体的な問題に適用する力をみることを意図している。。 

 

 3  

受容器・中枢神経系・効果器から成る動物の反応の基本経路を理解し，脳や脊髄の役 

割を機能面から説明できるかを問う大問である。特に，反射を例にして，刺激の受容か 

ら応答までの情報伝達の流れを因果的に捉える力をみることを意図している。 

 


